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研究成果の概要（和文）： 

本研究の結果から、お口の機能と身体機能とは密接に関係しており、お口の健康が人生の幸

福度と深く関わっていた。また、そのお口から分泌される唾液は、身体的および精神的健康状

態のバロメーターとしての働きがあった。さらに、これを日々チェックすることにより身体と

心のわずかな変化を知ることができ、これにより唾液は、心と身体の健康度を簡便に知るツー

ルとなる可能性が明らかとなった。 

 
研究成果の概要（英文）： 

From the result of this study, the oral function and physical function are closely 

related, and the condition of the mouth is deeply concerned with the degree of well-being. 

And, the saliva secreted from the mouth was worked as a barometer of physical and mental 

health condition.  

Furthermore, a slight change of the physical and mental conditions will be known by 

checking this every day. So, saliva will serve as a simple tool which knows the physical 

and mental health condition. 
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１． 研究開始当初の背景 

日本は超高齢者社会を迎え、年金、介護、

医療等の社会保障に関する国の負担増が、国

家財政の大きな負担となっている。さらにこ

のまま問題を放置すれば、近い将来財政の破

綻をきたすことは明らかであり、いずれ超高
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齢者への社会保障費切り捨てもあり得る。本

研究はこの難題解決のため、超高齢者の健康

を維持し、社会を構成する一員としての役割

を維持させるために必要な要因の検討を行

い、健康で生き甲斐のある老後の実現、すな

わち“健康長寿”実現による問題解決を目指

した。 

 

２．研究の目的 

身体および口腔機能の劣化は、高齢者にお

いて生命予後の悪化や日常生活の自立を脅

かす重要な問題である。最近の疫学的研究に

よると、高齢者では筋骨格疾患と口腔疾患と

はさまざまに関連することが報告されてい

る。更に、この２つの疾患は互いに加齢にと

もなう低栄養、糖尿病、慢性炎症および認知

機能障害などと深い関連性があることが報

告されており、発症基盤を共有する可能性が

考えられる。しかし、要介護が急増する 85

歳以上の超高齢者に関しては口腔機能と身

体機能を同時に評価した疫学データはほと

んどないのが現状である。 

一方、日本の超高齢者人口（85 歳以上）は

平成 23 年に 400 万人を超え、それにともな

い人口構造の超高齢化が一層進むと予測さ

れる。さらに、超高齢者は社会的弱者ととら

えられており、要介護となる超高齢者数は急

増している。この解決には、超高齢者を要介

護とさせない環境づくりあるいは社会の超

高齢化に応じた新たな価値観の創造と社会

システムの構築が必要不可欠である。 

この観点から我々は、キーワードとして

“健康長寿”そして“お口からながいき”を

掲げ、その達成こそが問題解決の最重要課題

であると考え研究を行っている。そこで本研

究では、健康で自立した生活を過ごす東京在

住の超高齢者（85 歳以上）542 名を対象に、

身体的、精神的健康度および社会環境に関す

る調査を行った。そして、咬合力、咀嚼力な

どの口腔機能や、食生活等のアンケート調査

に加え、残存歯、義歯の使用状況およびその

状態と全身機能および心理機能について検

討を行った。また、その因果関係についても

不明な点が多く、さらにこれらの影響は他に

もさまざまな身体的あるいは精神的な影響

をおよぼしていると考え、口腔内から分泌さ

れる唾液に注目し、超高齢者の健康状態に大

きく影響をおよぼすと考えられる免疫機構

およびストレス感受性について調査し、健康

長寿に必要な要因の検討を行った。 

 

３．研究の方法 

(1)調査対象者 

東京に在住する超高齢者への健康調査

(TOOTH)研究は、老人病専門医、歯科医、心

理学者、加齢技術者および疫学者など、各分

野における研究者で学際的に組織され、現在

も進行中の研究である。2008年 3月から 2009

年 11 月に、住民基本台帳より無作為に選択

した東京在住の 984 人の 85 歳以上の超高齢

者を対象に、調査対象者宅にて対面によるイ

ンタビュー調査を行い、さらに健康調査への

協力の得られた、542人(男性：236人、女性：

306 人； 平均年齢±SD、87.8±2.2 年； 年

齢幅、85-102 年)を対象として口腔および身

体機能に関する健康調査を行った。 

調査項目 

(2)口腔に関する健康調査 

咀嚼能力の評価は、色変わりガムおよび 15

種類の食品に関する食物摂取アンケートに

て行った。口腔状態に関する検査は、歯を有

する者に関しては現在歯数、処置状態および

プラーク・歯石付着状態、歯肉の炎症の有無、

顎関節の異常の有無等について検診した。欠

損歯のある者に対しては義歯の使用の有無

およびその設計および状態、使用状況や管理

方法等について聞き取り調査を行った。さら

に舌表面のプラーク付着の有無を口腔清掃

状態の指標の一つとして測定した。また、お

口に関する QOL の測定には GOHAI を用い、さ

らに口腔カンジダ菌の有無、吐唾法による３

分間自然分泌唾液量およびその成分につい

ての分析を行った。また、口腔機能を評価す

るため第一大臼歯相当部における最大咬合

力(MOF)を簡易型咬合力計測装置(オクルー

ザルフォースメーターGM10; 長野計器（株）、



東京)にて測定を行った。なお、義歯装着者

には義歯を装着し測定を行った。 

(3)身体機能および状態に関する調査 

身体機能の評価項目として、下肢筋機能活

動と握力を用いた。下肢筋機能活動の測定は、

高齢者の運動機能測定で広く用いられてい

る歩行速度テスト（TUGテスト）、椅子立ち座

りテスト（Chair stand テスト）、および開眼

片足立ち保持時間テスト（One-leg standing

テスト）を用いた。握力の測定は利き手の握

力を、携帯型握力計(タニタ 6103、タニタ

（株）、東京)にて測定した。 

(4)生化学的分析 

採血血液サンプルは、栄養指標としてアル

ブミン、総コレステロール、腎機能指標とし

てクレアチニン、炎症マーカーとして C反応

性蛋白(CRP)の血漿濃度を同時測定した(SRL、

東京)。糸球体濾過量(eGFR)は、MDRD 公式に

より数値化し、IL-6（炎症マーカー）の血漿

濃度は、ELISA キットを用い測定した。唾液

成分の分析は、ELISA 法による抗菌蛋白測定

（分泌型 IgA、Lysozyme）およびストレス蛋

白（コルチゾール）を測定した。 

(5)臨床的評価 

対面での面接にて居住形態、教育歴、病歴、

日常生活活動度（ADL）、認知機能を評価した。

ADLは、Barthel Index を使用し 10項目に関

して評価した。さらに、手段的 ADL(IADLs)

調査には、Lawton Scale を使用し評価した。

ADLs、IADLs の各調査において、1 つ以上の

項目に介助を要すると認められた場合を

ADLs あ る い は IADLs に お け る 障 害

(disability)がある者と定義した。 認知機

能 に 関 し て は 、 Mini-Mental State 

Examination(MMSE)を用いて評価した。なお、

病気分類は国際疾病分類（ICD 10）に基づき

行った。 

 

４．研究成果 

(1)超高齢者の口腔機能と身体機能 

最大咬合力（MOF）の中央値は、男性が

14.0kgf、女性が 9.9kgfであった。男性では、

MOFは年齢、BMI、および認知機能と有意な関

連性を有していたが、女性では関連がなかっ

た。一方歯科調査項目である咀嚼能力、現在

歯数、無歯顎者の割合には、男女とも MOFと

有意な関連性が認められた。 疾病および血

液検査結果では、女性の IL-6 と MOF とに有

意な関連性が認められた以外には認められ

なかった。男性では MOFと身体的機能は測定

項目全てに有意な関連性を認めた。同様の傾

向は女性においても認められたが、有意では

なかった。このように、MOF は男性において

全ての身体機能評価項目と、女性においては

TUG テストと栄養(アルブミン)、炎症（CRP)

と独立して有意な関連性を有していた。MOF

と身体機能との関連性は、歯牙喪失などの歯

科的要因により影響を受けると思われたが、

今回残存歯数による影響を考慮してもそれ

らの関連性に変化はなかった。このことは、

咀嚼筋と全身的な骨格筋機能の加齢に伴う

機能低下はとくに男性において、その発症機

序を共有している可能性を示している。また、

女性の超高齢者で MOF と IL-6 濃度に負の有

意な関連性が認められた。これまでの研究に

より、高齢者にとり歯牙喪失の最も大きな原

因のひとつである歯周病と IL-6 の血中濃度

が関連していることが報告されている。しか

しながら本研究では、IL-6が高いことが歯周

病に起因するのか、あるいは他の原因による

のかは不明であり、さらに検討する必要性が

認められた。 

(2)超高齢者の口腔機能と心理機能 

GOHAI の結果から、GOHAI には年齢や性別

による影響は認められなかった。また、独居

などの生活形態、たばこや飲酒経験などの指

向性とも有意な相関性は認められなかった。



さらに教育程度とにも相関性はなかった。こ

れらのことより、お口の QOL は性別や環境よ

りも生きるための基本的な活動に対する満

足度と強く関連すると考えられた。また口腔

状態や機能に関しては、残存歯数、最大咬合

力、摂食可能食品数と有意な正の相関を認め

た。さらに１年以内における歯科診療受診経

験と有意な負の相関を認めたことから、お口

の QOLは臓器としての口腔機能とその状態と

密接に関係していることが明らかとなった。

また、お口の QOL と幸福感との関係性では、

自己判断による幸福感と PGCの結果から有意

な正の相関が認められ、両者に深い関係性が

あることが明らかとなった。これまでの研究

から、人の幸福感は生活状態や教育、友人関

係、年齢などが大きく関わることが報告され

ているが、お口の QOLはそれらとは独立した

影響を及ぼしていると考えられる。さらに

ADL、IADL などの日常生活状態とお口の QOL

は有意な関係を示し、日常生活度の低い者の

GOHAI 値は低く、本研究では握力や TUG など

の運動能力とには有意な相関性を認めなか

った。 

(3)超高齢者の口腔状態および機能と唾液と

の関係 

３分間安静時唾液量の平均値は 1.41ml、± 

1.05 ml であった。分泌型 IAg 濃度(SIgA)お

よびコルチゾール濃度の平均値は、男性が

525µg/ml（Ｎ＝108）と 0.23µg/dl（Ｎ＝48）、

女性が 574µg/ml（Ｎ＝124）と 0.20µg/dl（Ｎ

＝46）であった。また、SIgA では 1000µg/ml

以上と高い数値を示した者が男女ともに認

められた。（図１）これらの原因については

不明であり、健康な生活を過ごす超高齢者の

特徴を示すものかについても詳細に検討す

る必要がある。その観点からも、同一被検者

への今後の経時的追跡調査での数値の変化

を注視したい。唾液分泌量は、有歯顎者が無

歯顎者に比較し高い値を示したが、その差は

わずかであった。また、調査対象者の７割以

上に舌苔が認められ、口腔カンジダ菌培養試

験の結果（N=304）、コロニーが確認されたの

は C.albicansが 48％、C.tropicalis が 12％、

C.krusei が 3％であった。これを歯の有無に

より比較すると、有歯顎者ではそれぞれ 48％、

10％、3％、無歯顎者では、47％、15％、3％

であった。  

唾液分泌量と身体機能に関する調査項目

について分析を行ったところ、唾液分泌量は

最大咬合力、SIgA およびコルチゾール濃度、

握力および 3m 歩行時間と有意な相関を認め

た。また、SIgA濃度は身体計測項目では、上

腕周囲値（MAC）や握力と有意な関連性が認

められた。さらに口腔機能に関する調査項目

では、過去１年間における歯科受診の有無お

よび咀嚼機能と有意な関連性を認め、カンジ

ダアルビカンスコロニー数とで有意差を認

めた。これらの結果から、超高齢者の唾液は

加齢、身体および精神的健康状態を測る指標

となる可能性が明らかとなった。 

図１ SIgA濃度分析結果 

 

(4)超高齢者健康状態の経時的変化 

初期調査を行った 542名の被験者を対象に、

経時的変化を調査する目的で、３年後の追跡

調査を行った。その結果については現在、詳

細な分析および検討を行っている途中であ

る。その中で、口腔機能の働きが健康長寿に



いかなる影響をおよぼしているかを検討す

るため、被検者を１回目の調査時における最

大咬合力値をもとに、最大咬合力が大きいグ

ループと、小さいグループに分け、生命予後

に関する追跡調査を行った。その結果、最大 

咬合力が大きいグループは死亡者が少な

く、咬合力の維持が生命予後に及ぼす影響が

大であることを示した（図２）。このように、

口腔機能の高いレベルでの維持が、健康寿命

におよぼす影響が極めて高いことが明らか

となった。 
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